
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体の測定部位に接触させて接触温度を測定 第１の測温手段と、前記生体の測定部
位近傍の雰囲気温度を測定 第２の測温手段とを有し、前記接触温度と前記雰囲気温度
とに基づいて前記生体の体温を演算する

することを特徴とする電子体温計。
【請求項２】
　前記電子体温計は、前記雰囲気温度に基づいて前記接触温度に加える補正量を調整する
ことにより前記生体の体温を演算することを特徴とする請求項１に記載の電子体温計。
【請求項３】
　前記電子体温計は、前記接触温度と前記雰囲気温度との差に基づいて前記接触温度に加
える補正量を調整することにより前記生体の体温を演算することを特徴とする請求項１に
記載の電子体温計。
【請求項４】
　前記電子体温計は、前記第１の測温手段の測定値に基づいて

するとともに、前記生体の体温の演算
に用いる雰囲気温度は、前記検 後に前記第２の測温手段で測定した温度であることを特
徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の電子体温計。
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電子体温計において、
前記第１の測温手段の急激な温度上昇が終了し、前記第１の測温手段の温度上昇の傾きが
所定値以下になったときの前記第１の測温手段の測定温度を前記生体の体温の演算に用い
る接触温度と

前記第１の測温手段のプロ
ーブ部が前記生体の測定部位に接触したことを検知

知



【請求項５】
　前記電子体温計は、外装ケースを有し、前記第２の測温手段を前記外装ケースの表面に
対して凹んだ位置に配置したことを特徴とする請求項１に記載の電子体温計。
【請求項６】
　前記第２の測温手段は前記外装ケースの表面から露出する金属製のカバーを有すること
を特徴とする請求項 に記載の電子体温計。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は生体の測定部位に接触させて体温を測定する電子体温計に関する。
【０００２】
【従来の技術】
以前から、少しでも短時間で体温測定を行うために、いろいろな電子体温計が提案されて
いる。そのひとつが、測温部を生体の測定部位に接触させて温度を上昇させ、この温度上
昇過程から熱平衡時の温度を予測する予測式の電子体温計であり、例えば、特開昭５８－
２２５３２３号公報に開示されている。この電子体温計は、測定時間を変数として、平衡
温度に至るまでの複数の温度変化を記憶している。そして、電子体温計の測温部を測定部
位に挟み続けることで測定温度は上昇するが、この測定時間に対する温度上昇に基づいて
、複数の予測関数からひとつを選択して、平衡温度を求めているのである。
【０００３】
測温部を測定部位に挟んだ後に測定される温度上昇は、大きく２つに分けられる。一つは
、体温計の測温部を測定部位に挟んでから測温部が生体の表面温度付近まで急激に上昇す
る測温部側の応答であり、もう一つは、その後、徐々に、測定部位が生体の深部温度まで
上昇する生体側の応答である。測定を開始してから１０秒未満は主に測温部側の応答であ
り、１０秒を経過すると生体側の応答が支配的になってくる。
【０００４】
この２つの応答のうち、測温部側の応答は、生体側の応答をほとんど含んでいないし、ま
た、測定を開始する直前の電子体温計の測温部の温度が一定ではないことや、生体の測定
部位が、その周囲の温度（雰囲気温度）に影響されて同じ体温でも異なる温度になるため
、応答特性がばらつき、生体の体温の予測には適さない。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
従って、前述のような予測型の電子体温計は、生体側の応答になったことを検出し、それ
以降の生体側の応答による温度上昇を観測して予測関数に当てはめていた。しかし、生体
の体温が同じでも、さまざまな特性を示すため、生体側の応答による温度上昇を観測しな
ければ予測することができず、短時間とはいうものの、３０秒から９０秒程度の測定時間
を必要としていた。
【０００６】
このさまざまな特性を示す原因の一つに、測定部位の周囲温度の影響がある。例えば、測
定部位を腋下とした場合、体温が同じでも、室温が高かったり、厚着などで衣服内の温度
が高ければ測定を始める前の腋下の表面温度も高くなり、逆に、室温が低かったり、薄着
などで衣服内の温度が低ければ測定を始める前の腋下の表面温度も低くなる。そして、こ
れに応じて生体側の応答による温度上昇特性も変わるため、それ以上の短時間化は望めな
かった。
【０００７】
本発明の目的は上記課題を解決し、より短時間に正確な体温を測定できる電子体温計を提
供することである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために本発明で用いる第１の手段は、生体の測定部位に接触させて接
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触温度を測定可能な第１の測温手段と、前記生体の測定部位近傍の雰囲気温度を測定可能
な第２の測温手段とを有し、前記接触温度と前記雰囲気温度とに基づいて前記生体の体温
を演算することである。
【０００９】
また、第２の手段は、前記雰囲気温度に基づいて前記接触温度に加える補正量を調整する
ことにより前記生体の体温を演算することである。
【００１０】
また、第３の手段は、前記接触温度と前記雰囲気温度との差に基づいて前記接触温度に加
える補正量を調整して前記生体の体温を演算することである。
【００１１】
また、第４の手段は、前記生体の体温の演算に用いる接触温度を、前記第１の測温手段の
温度上昇の傾きが所定値以上になってから測定した温度としたことである。
【００１２】
また、第５の手段は、前記第１の測温手段の測定値に基づいて前記衣服の内部に前記電子
体温計が挿入されたことを検出するとともに、前記生体の体温の演算に用いる雰囲気温度
を、前記検出後に前記第２の測温手段で測定した温度としたことである。
【００１３】
また、第６手段は、前記電子体温計は、外装ケースを有し、前記第２の測温手段を前記外
装ケースの表面に対して凹んだ位置に配置したことである。
【００１４】
また、第７手段は、前記第２の測温手段は前記外装ケースの表面から露出する金属製のカ
バーを設けたことである。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、図面により本発明の実施の形態を詳述する。図１は本発明の一実施の形態による電
子体温計のブロック図、図２は本発明の一実施の形態による電子体温計の外観図、図３は
本発明の一実施の形態による電子体温計のフローチャート、第４図（ａ），（ｂ）は本発
明の一実施の形態による第２の測温手段の断面図、図５は本発明の一実施の形態による他
の電子体温計の外観図である。
【００１６】
先ず、図２を用いて本発明による電子体温計の外観図を説明する。図２において、１０は
接触式の略棒状の形状をした電子体温計であり、腋下などの生体の測定部位に挟み込むプ
ローブ部１１と、本体部１２から構成されている。電子体温計１０の一方の端部、つまり
プローブ部１１の先端には、金属製のセンサカバー２０が設けられ、さらにその内部には
サーミスタなどの温度センサが配置されて、第１の測温手段を構成している。
【００１７】
この第１の測温手段の内部構造は図示しないが、温度センサは、センサカバー２０の内側
に熱結合状態で固定されており、さらに、センサカバー２０の内部はエポキシ系接着剤を
充填するのではなく、中空構造になっている。つまり、接着剤の量を減らし、測温部の熱
容量をできるだけ小さくして、測定を開始した直後に測温部が測定部位の熱を奪うことに
より生じる測定部位の温度変化を抑えて、速い熱応答ができるような構造になっている。
また、本体部１２は、外装ケースに被われているが、その一部に測定を開始するためのス
イッチ１３と、測定した体温値を表示する表示器１４が設けられている。さらに、測定部
位近傍の温度である雰囲気温度を測定するために、第２の測温手段１５が外装ケースの表
面に対して凹んだ位置に配置されている。本体部１２の内部には図示しない電気回路が配
置されている。なお、プローブ部１１と本体部１２の境界線は図示しないが、生体の測定
部位に挟み込まれる先端部からおよそ５ｃｍまでをプローブ部と呼んでいる。
【００１８】
第２の測温手段１５は、測定部位近傍の温度である雰囲気温度を測定するため、第１の測
温手段を腋下に挟んだ状態で生体に接触しない位置に配置する必要があり、第１の測温手
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段が配置されたプローブ部１１の先端から少なくとも５ｃｍ以上離れた位置に配置してい
る。また、第２の測温手段をプローブ部１１の先端から遠ざけすぎると、衣服を着た被験
者が第１の測温手段を腋下に挟んだときに第２の測温手段が衣服の外に出てしまう恐れが
あるため、衣服内に位置するように配置するのが好ましい。
【００１９】
また、第２の測温手段１５を外装ケースの表面に対して凹んだ位置に配置することによっ
て、第２の測温手段１５が生体に接触する危険を減らして、測定部位近傍の雰囲気温度を
測定することできる効果がある。
【００２０】
次に、図２を用いて本実施の形態による電子体温計の操作方法を説明する。操作を開始す
る前の状態は、電子体温計１０の電源は切れており、室内に放置してあったものとする。
【００２１】
まず、スイッチ１３を押すと、その操作に基づいて体温計１０の電源が入り、測定を開始
できる状態となる。次に、通常の電子体温計と同じように、プローブ部１１の先端のセン
サカバー２０を生体の測定部位に接触させる。腋窩温度を測定する場合には、腋下にしっ
かりと挟んでから５秒から１０秒経過すると、ブザー音などで測定が終了したことを知ら
せると共に、表示器１４には測定した体温値が表示される。腋下から電子体温計１０を取
り出し、表示器１４の体温値を読み取る。最後に、スイッチ１３を押して、電子体温計１
０の電源を切る。
【００２２】
次に、図１を用いて本発明の実施の形態による電子体温計のブロック図を説明する。電子
体温計１０は、プローブ部１１の先端に設けられた、センサカバー２０とサーミスタなど
の温度センサとから構成される第１の測温手段２１を有している。さらに、本体部１２に
設けられた、被験者の測定部位近傍の雰囲気温度を測定する第２の測温手段１５と、電源
を制御するスイッチ１３と、測定した体温値を表示する表示器１４と、電気回路２７とを
有している。
【００２３】
第２の測温手段１５の温度センサは、測定部位近傍の雰囲気温度を短時間で測定するため
に、応答速度が速い構造になっていて、外装ケースの表面に対して凹んだ位置に配置され
ている。
【００２４】
さらに電気回路２７は、雰囲気温度記憶手段２２、接触温度記憶手段２３、調整手段２４
、補正量記憶手段２５、演算手段２６とから構成されている。スイッチ１３の操作に基づ
いて、電気回路２７の電源が制御される。接触温度記憶手段２３は、第１の測温手段２１
の温度上昇が急激に上昇する測温部側の熱応答から、徐々に上昇する生体側の熱応答に遷
移したときの、第１の測温手段２１の温度を測定して、接触温度Ｔｃとして記憶している
。また、雰囲気温度記憶手段２２は、第２の測温手段１５の温度、つまり被験者の測定部
位近傍の雰囲気温度を測定して、雰囲気温度Ｔａとして記憶している。
【００２５】
調整手段２４は、補正量Ｔｄを算出するための計算式が記憶されている。ここでは、雰囲
気温度Ｔａと接触温度Ｔｃを変数として、補正量Ｔｄを計算により求めて調整している。
補正量記憶手段２５では、この補正量Ｔｄを記憶している。
【００２６】
演算手段２６は、接触温度記憶手段２３に記憶された接触温度Ｔｃと、補正量記憶手段２
５に記憶された補正量Ｔｄを加算して、体温値Ｔｂを算出している。そして、表示器１４
には体温値Ｔｂが表示される。
【００２７】
ここで、生体の伝熱現象について解説する。測定部位の深部には動脈があり、動脈温度は
深部温度になっている。測定部位の皮膚表面と動脈の間には、筋肉や脂肪、皮膚組織があ
り、これらの組織の熱伝導によって深部温度が皮膚表面に伝わっている。
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【００２８】
また、皮膚表面の周囲には、通常、衣服を着ていても着ていなくても空気があり、また、
衣服を着ている場合には、その空気とほぼ同じ温度状態にある衣服などがある。そして、
皮膚表面と空気との間では対流熱伝達が行われ、皮膚表面と衣服などの周囲の物体との間
では熱放射が行われている。このように測定部位と対流熱伝達が行われる空気や、熱放射
が行われる周囲の物体の温度を雰囲気温度とする。
【００２９】
この現象を電気抵抗のように熱抵抗という考え方を導入すると、極めて簡単に説明できる
。深部温度Ｔｂと表面温度Ｔｃの間には、生体組織による熱抵抗ｒ１が考えられる。また
、表面温度Ｔｃと雰囲気温度Ｔａの間にも、熱抵抗ｒ２が考えられる。これらの熱抵抗が
変化しなければ、次式が成り立つことになる。
（Ｔｂ－Ｔｃ）／ｒ１＝（Ｔｃ－Ｔａ）／ｒ２　　・・・（式１）
さらに、熱抵抗ｒ１、ｒ２の比を、ｋ＝ｒ１／ｒ２とすれば、深部温度Ｔｂは、表面温度
Ｔｃ、雰囲気温度Ｔａ、及び熱抵抗比ｋで、次式のように表すことができる。
Ｔｂ＝Ｔｃ＋ｋ（Ｔｃ－Ｔａ）　　・・・（式２）
【００３０】
ここでは、深部温度をＴｂ、表面温度をＴｃとして説明したが、電子体温計に応用して実
施する場合には、表示する体温値をＴｂ、第１の測温手段２１を測定部位に接触させて測
定した接触温度をＴｃとして、式２から求めることができる。式２の第２項であるｋ（Ｔ
ｃ－Ｔａ）が、補正量Ｔｄとなる。ただし、熱抵抗比ｋは、０．２としている。このよう
に接触温度Ｔｃと雰囲気温度Ｔａの差に応じて、補正量Ｔｄを調整することによって、簡
単な計算で補正量Ｔｄを求めることができる。このことによって、演算プログラムを簡単
にすることができ、また、体温値を演算する処理時間を短くすることもできる。また、プ
ログラムＲＯＭが大きくなく、システムクロックが遅い安価なマイクロコンピュータを電
気回路に使用することができ、安価な電子体温計を供給できる効果もある。
【００３１】
次に、図１と図３を用いて本実施の形態の電子体温計における動作を説明する。図３にお
いて“Ｓ１”から“Ｓ９”は各処理のステップを示す記号である。先ず、図３のＳ１では
、電子体温計１０の電源を入れるためにスイッチ１３を押す。この操作に基づいて、電子
体温計１０は電源が入り次の処理を開始する。
【００３２】
Ｓ２では、プローブ部１１を衣服に被われた生体の測定部位である腋下に挟み込む。第１
の測温手段２１のセンサーカバー２０が生体の測定部位に接触することで、第１の測温手
段２１の温度は急激に温度上昇する。つまり、生体の測定部位に接触する前には、室温で
あった第１の測温手段２１の温度が、接触することによって、測定部位の表面温度とほぼ
等しくなるように急激に温度上昇する。
【００３３】
また、衣服内に電子体温計１０を入れたことによって、第２の測温手段１５も測定部位近
傍の雰囲気温度とほぼ等しくなるように徐々に温度上昇する。そして、第１の測温手段の
急激な温度上昇に基づいて衣服の内部に電子体温計が挿入されたことを検出することがで
き、Ｓ３ではこの検出から所定時間経過後に、第２の測温手段１５の温度を、被験者の測
定部位近傍の雰囲気温度Ｔａとして測定して記憶する。
【００３４】
Ｓ４では、補正量Ｔｄを雰囲気温度Ｔａと接触温度Ｔｃの差から算出して求める。つまり
、ｋ（Ｔｃ－Ｔａ）を補正量Ｔｄとして算出する。ただし、熱抵抗比ｋ＝０．２としてい
る。
【００３５】
Ｓ５では、測温手段２１の急激な温度上昇、つまり測温部の熱応答が終了すると、生体の
測定部位の応答に移り変わる。この遷移条件を検出して、そのときの測温手段２１の温度
を接触温度Ｔｃとして測定して記憶する。なお、この遷移条件は、０．２°Ｃ／秒以下の
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温度上昇が４秒間継続することとしている。
【００３６】
Ｓ６では、演算手段２５によって、接触温度Ｔｃと補正量Ｔｄから、体温値Ｔｂを加算演
算して求める。
Ｔｂ＝Ｔｃ＋Ｔｄ　　・・・（式３）
【００３７】
Ｓ７では、表示器１４に体温値Ｔｂを表示すると共に、ブザー音で測定が終了したことを
被験者に知らせる。
【００３８】
Ｓ８では、腋下に挟んでいた電子体温計１０を取出して、体温値Ｔｂを読み取る。その後
、Ｓ９では、スイッチ１３を押して、電子体温計１０の電源を切る。
【００３９】
以上が図１と図３を用いた本実施の形態による電子体温計の動作説明であるが、例えば、
Ｓ５の処理において遷移条件を、０．２°Ｃ／秒以下の温度上昇が４秒間継続すること、
すなわち、温度上昇の傾きが穏やかになったことを検出したが、第１の測温手段２１の熱
応答時間に着目して、生体の測定部位に挟んでからの経過時間、例えば６秒と設定するこ
ともできる。
【００４０】
本実施の形態では、第２の測温手段１５の温度センサは、応答速度が速い構造にして、被
験者の測定部位近傍の雰囲気温度を測定している。さらに速く雰囲気温度を測定するため
に、電子体温計１０を測定部位に挟んでから、第２の測温手段が平衡温度に達する前に雰
囲気温度の平衡温度を予測演算によって求めても良い。
【００４１】
次に、図４を用いて本実施の形態の電子体温計における第２の測温手段の構造について、
断面図を用いて説明する。図４（ａ）において、第２の測温手段１５は、サーミスタなど
の温度センサ１５１と、アルミニウムなど熱伝導が良い金属製カバー１５２とから成って
いる。金属製カバー１５２は、外装ケース１２１の表面に対して凹んだ位置にあり、ケー
スの表面から露出するように配置されている。そして、温度センサ１５１は、金属製カバ
ー１５２に熱結合するように取付けられている。このようにケースの表面から露出するよ
うに金属製のカバーを取付けることによって、第２の測温手段１５の破損などによる故障
原因を防ぐことができる。さらに、生体の測定部位近傍の雰囲気温度を短時間で測定する
ことができる。
【００４２】
図４（ｂ）に、金属製カバーを用いない第２の測温手段１５の構造を示した。第２の測温
手段１５は温度センサ１５１から成り、温度センサ１５１は外装ケース１２１の表面より
も内部に凹んだ位置に、ケースの表面から露出するように配置されている。このような構
造にすることによって、生体の測定部位近傍の雰囲気温度を極めて短時間で測定すること
ができる。また、第２の測温手段が生体に接触する危険も減らしている。
【００４３】
図５に本発明による電子体温計の他の外観図を示す。図２に示した電子体温計と異なるの
は、第２の測温手段を配置する位置である。第２の測温手段１５は表示器１４とスイッチ
１３との間に配置されており、このように図２に示した第２の測温手段の位置よりも第１
の測温手段から遠ざけた位置に配置することによって、第２の測温手段を生体に接触する
危険を減らしている。
【００４４】
また、電子体温計１０は測定開始前には室内に放置されているので、プローブ部１１は室
温になっている。室温は測定部位の表面温度と異なるために、生体の測定部位にプローブ
部１１が接触することで、測定部位の温度はプローブ部１１によって吸熱される。すなわ
ち、接触温度Ｔｃは室温の影響を受けてしまう。この影響を考慮するために、スイッチ１
３を押して電源を入れた後に、第１の測温手段２１の温度を室温として測定しておき、補
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正量Ｔｄの関数に室温を変数として組み入れても良い。つまり、補正量Ｔｄは、雰囲気温
度Ｔａ、接触温度Ｔｃさらに室温の関数とすることによって、室温の影響を受けない体温
値Ｔｂを演算することができる。
【００４５】
また、プローブ部１１の温度が室温に影響されないように、プローブ部１１にヒーターな
ど温度制御機構を備えて、生体に接触するプローブ１１の先端、つまり第１の測温手段２
１の温度を一定に保つようにしても良い。このようにすることによって、室温の影響を受
けないで正確な体温値を演算することができる。
【００４６】
本実施の形態では、補正量Ｔｄを雰囲気温度Ｔａと接触温度Ｔｃの差から算出して求めた
が、補正量Ｔｄを雰囲気温度Ｔａと接触温度Ｔｃの差からテーブル・ルックアップ方式で
求めても良い。また、補正量Ｔｄを雰囲気温度Ｔａだけからテーブル・ルックアップ方式
で求めても良い。
【００４７】
また、補正量Ｔｄを雰囲気温度Ｔａだけから求める場合には、補正量Ｔｄを雰囲気温度Ｔ
ａの１次式として求めることもできる。例えば、Ｔｄ＝７．４－０．２Ｔａ　とすれば良
い。
【００４８】
また、本実施の形態では、Ｓ４からＳ７の処理を１回限りとしていたが、接触温度Ｔｃが
徐々に温度上昇するのに対応して、経過時間を新たに変数に加えて、補正量Ｔｄを記憶す
ることよって、時間経過毎、例えば２秒毎に体温値Ｔｂを算出して表示器１４に表示する
ことができる。
【００４９】
また、雰囲気温度を用いない通常の予測による測定も可能なように、測定モードを切り替
えることができるようにしても良い。例えば、電源がオフの状態、または測定値が表示さ
れている状態で、スイッチ１３を押しつづける時間（操作時間）が所定時間である２秒以
上の場合には通常の予測モードで測定が開始され、スイッチ１３を押しつづける時間が２
秒未満の場合には図１に示した電子体温計と同様に第２の測温手段を用いた短時間測定モ
ードで測定できるように構成する。
図６は、このように構成した場合の電子体温計のブロック図の例である。図１と同じ構成
には同じ番号を付けてその説明を省略する。図６が図１と異なるのは、電気回路２７’に
操作時間検出手段１６を追加したことと、接触温度記憶手段２３に換えて温度記憶手段２
３’を用いたこと、及び演算手段２６’に換えて体温の予測も可能な演算手段２６’を用
いたことである。
【００５０】
操作時間検出手段１６は、スイッチ１３の操作時間を検出してその時間が所定時間である
２秒以上か否かを判定し、それに応じて短時間測定モードまたは通常の予測モードのいず
れかで動作するように電気回路２７’の各手段の動作を制御する。
【００５１】
温度記憶手段２３’は短時間測定モードでは図１に示した接触温度記憶手段２３と同様に
接触温度を記憶し、通常の予測モードでは、０．２°Ｃ／秒以下の温度上昇が４秒間継続
する遷移条件を検出した後に所定時間間隔で第１の測温手段で測定した温度を全て記憶す
る。
【００５２】
演算手段２６’は、短時間測定モードでは温度記憶手段２３’に記憶されている接触温度
と補正量記憶手段２５に記憶されている補正量を用い、図１に示した電子体温計と同様な
方法で体温を演算する。また、通常の予測モードでは、補正量記憶手段２５に記憶されて
いる補正量を用いずに、温度記憶手段２３’に記憶されている測定温度を用いて従来の予
測式の電子体温計と同様な方法で体温の予測演算を行う。
【００５３】
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そして、スイッチ１３の操作時間が２秒未満の場合は、操作時間検出手段１６は、電気回
路２７’の各手段を全て動作させると共に、温度記憶手段２３’及び演算手段２６’に短
時間測定モードであることを示す信号を出力する。また、スイッチ１３の操作時間が２秒
以上の場合は、電気回路２７’の温度記憶手段２３’及び演算手段２６’だけを動作させ
ると共に、通常の予測モードであることを示す信号をこれらに出力する。このように、電
気回路２７’の各手段は、操作時間検出手段１６によって動作が制御され、短時間測定モ
ードまたは通常の予測モードのいずれかで動作する。
【００５４】
このように、２つのモードを選択可能にすることによって、雰囲気温度が測定部位の表面
温度に反映されない場合（例えば、腋下が露出する衣服を着た人が室温が高い部屋から低
い部屋に移動した直後に測定を行う場合）や、周囲環境の温度に影響されない測定部位で
測定する場合にも、この電子体温計を用いて正確に体温の測定をすることができる。
【００５５】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、生体の測定部位に接触させて接触温度を測定可能
な第１の測温手段と、生体の測定部位近傍の雰囲気温度を測定可能な第２の測温手段とを
有し、第１、第２の測温手段で測定した接触温度と雰囲気温度とに基づいて生体の体温を
演算することにより、より短時間に正確な体温を測定できる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態による電子体温計のブロック図である。
【図２】本発明の実施の形態による電子体温計の外観図である。
【図３】本発明の実施の形態による電子体温計のフローチャートである。
【図４】本発明の実施の形態による電子体温計の第２の測温手段の構造例を示す断面図で
ある。
【図５】本発明の実施の形態による他の電子体温計の外観図である。
【図６】本発明の他の実施の形態による電子体温計のブロック図である。
【符号の説明】
１０　電子体温計
１４　表示器
１５　第２の測温手段
２１　第１の測温手段
２２　雰囲気温度記憶手段
２３　接触温度記憶手段
２４　調整手段
２５　補正量記憶手段
２６　演算手段
Ｔａ　雰囲気温度
Ｔｂ　体温値
Ｔｃ　接触温度
Ｔｄ　補正温度
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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